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水戸市の人口　人口…268,461人（男131,575人、女136,886人）　世帯数…125,644世帯　－令和5年5月1日現在　推計（令和2年国勢調査確定値基準）－
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其の其の三三

　
水
戸
の
中
世
は
、
平
安
時
代
末
期
に
市
東
部
一
帯
を
支

配
し
て
い
た
土ど
ご
う豪

、
吉
田
氏
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
吉
田
氏

は
常ひ
た
ち
へ
い
し

陸
平
氏
の
一
族
で
、
そ
の
分
家
で
あ
っ
た
馬ば

ば場
資す

け
も
と幹

は
源
頼
朝
の
信
任
を
得
て
出
世
を
重
ね
、
常
陸
平
氏
の
当

主
と
な
っ
て
大だ
い
じ
ょ
う

掾
を
名
乗
り
、水
戸
城
を
築
城
し
ま
し
た
。

　
こ
の
吉
田
氏
が
居
城
と
し
て
い
た
と
伝
わ
る
の
が
吉
田

城（
元
吉
田
町
）で
す
。
吉
田
城
は
半
島
状
に
突
き
出
た
台

地
上
に
位
置
し
、
水
戸
城
と
向
か
い
合
う
位
置
関
係
で
し

た
。
台
地
の
下
に
は
那
珂
川
・
桜
川
な
ど
の
重
要
河
川
や
、

常
陸
各
地
に
つ
な
が
る
複
数
の
街
道
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
鎌
倉
時
代
の
吉
田
氏
一
族
の
繁
栄
は
、
水
陸
の
要
所

を
押
さ
え
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
吉
田
・
大
掾
氏
は
、
室
町
時
代
前
期
に
江
戸
氏
に
攻
め

入
ら
れ
て
水
戸
の
支
配
を
明
け
渡
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、

吉
田
城
も
江
戸
氏
の
支
配
下
に
置
か
れ
、
水
戸
城
の
支
城

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
の
吉
田
城
の
遺
構
は
、

江
戸
氏
が
支
配
し
て
い
た
戦
国
時
代
に
構
築
さ
れ
た
も
の

で
す
。
規
模
は
南
北
約
４
５
０
ｍ
、
東
西
約
１
７
０
ｍ
。

市
内
の
城
館
の
中
で
は
水
戸
城
、河
和
田
城
、武
熊
城（
東

台
１
）、
長
者
山
城（
渡
里
町
）に
次
ぐ
５
番
目
に
大
き
い

城
で
す
。
現
在
の
常
照
寺
本
堂
が
あ
る
曲く
る
わ輪（
平
場
）が
本

丸
で
、
そ
の
周
囲
に
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
曲
輪
が
付
属
し
て

い
ま
す
。
城
内
に
は
土
塁
や
空
堀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
戦
国

時
代
の
城
の
雰
囲
気
を
楽
し
め
ま
す
。

　
さ
て
、
吉
田
城
は
単
独
の
城
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
19
年
に
新
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
城
の
西
隣
の
台
地

上
に
広
が
る
大
鋸
町
遺
跡（
元
吉
田
町
）の
発
掘
調
査
で
、

二
重
に
連
な
る
中
世
の
堀
と
土
塁
が
発
見
さ
れ
、
同
遺
跡

内
に
も
城
館
跡
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
す
。

大
鋸
町
遺
跡
の
城
館
の
推
定
範
囲
は
南
北
２
１
０
ｍ
、
東

西
３
６
０
ｍ
と
、
吉
田
城
と
ほ
ぼ
同
規
模
で
、
出
土
遺
物

の
年
代
も
ほ
ぼ
一
緒
で
す
。
つ
ま
り
、
吉
田
城
と
大
鋸
町

遺
跡
は
東
西
に
隣
り
合
う「
双
子
の
城
」だ
っ
た
可
能
性
が

高
ま
っ
た
の
で
す
。

　
二
つ
の
城
の
距
離
は
わ
ず
か
60
ｍ
。
な
ぜ
こ
ん
な
短
距

離
に
双
子
の
城
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
確
か
な
理
由
は

不
明
で
す
が
、
両
城
の
間
に
あ
る
街
道
が
ヒ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。
吉
田
城
と
大
鋸
町
遺
跡
の
間
に
は
、
古
道
が
南
北

に
走
っ
て
お
り
、
そ
の
道
は
水
戸
城
か
ら
吉
田
城
の
城
下

町
と
さ
れ
る
古ふ
る
じ
ゅ
く宿を
経
て
、
現
在
の
茨
城
町
方
面
に
つ
な

が
る
重
要
街
道
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
両
城
は
水
戸
城
の
支
城
と
し
て
の
役
割
と
と
も

に
、
重
要
街
道
と
そ
の
周
囲
の
町
を
守
る
役
割
を
担
っ
て

い
た
─
─
と
い
う
の
が
最
新
の
見
解
で
す
。

　
近
年
、
中
世
の
水
戸
の
調
査
研
究
は
日
進
月
歩
で
進
ん

で
お
り
、
双
子
の
城
と
い
う
不
思
議
な
城
の
謎
が
解
明
さ

れ
る
日
も
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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大鋸町遺跡で発見された堀
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